
平
成
十
七
年
度
、
島
原
高
校
は

長
崎
県
の
「
授
業
改
善
推
進
事
業
」

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

「
授
業
改
善
推
進
事
業
」
は
、
授

業
の
改
善
・
充
実
に
よ
り
生
徒
の

学
力
向
上
を
図
り
、
生
徒
の
進
路

希
望
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

長
崎
県
の
大
学
進
学
実
績
は
、

平
成
十
年
頃
を
境
と
し
て
下
降
傾

向
に
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
テ
ス
ト
の

県
平
均
も
全
国
平
均
を
下
回
り
続

け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
九
州
大

学
の
合
格
者
数
は
平
成
十
年
以
前

に
は
一
校
で
二
十
名
〜
三
十
名
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

近
頃
は
軒
並
み
十
名
前
後
に
低
迷

し
て
い
ま
す
。
本
校
の
昨
年
度
十

二
名
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
実
は
長
崎
西
の
十
五
名

に
次
ぐ
二
番
目
の
実
績
で
あ
っ
た

の
で
す
。

今
回
、
指
定
を
受
け
た
の
は
、

県
下
の
公
立
進
学
校
の
七
校
で
す
。

長
崎
西
、
長
崎
東
、
北
陽
台
、
佐

世
保
北
、
佐
世
保
南
、
諫
早
、
島

原
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
も

他
校
と
伍
し
て
、
学
力
及
び
進
学

実
績
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
主
な
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。

一
、
各
種
講
演
会
に
よ
る
進
路

意
識
の
高
揚

各
学
年
一
回
の
進
路
講
演
会
に

加
え
て
、
先
輩
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
「
青

楓
塾
」
講
演
会
を
二
回
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
は
是
非
と
も
保

護
者
の
皆
様
も
御
参
加
い
た
だ
き
、

生
徒
と
と
も
に
進
路
実
現
の
た
め

の
課
題
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
す
べ
て

会
場
は
文
化
会
館
で
す
が
、
そ
の
都
度
皆
様
に
も
案
内
し

て
お
り
ま
す
。

二
、
生
徒
の
授
業
評
価
に
よ
る
授
業
改
善

昨
年
度
か
ら
、
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
を
全
ク
ラ
ス
・

全
講
座
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
授
業
に
臨
む
意
欲

や
姿
勢
を
確
認
し
な
が
ら
、
生
徒
の
立
場
か
ら
教
師
の
指

導
の
問
題
点
も
指
摘
し
て
も
ら
い
、
併
せ
て
授
業
を
改
善

し
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
三
年
生
は
一
学
期
末
考

査
の
前
後
、
一･

二
年
生
は
二
学
期
中
間
考
査
前
後
に
実

施
し
ま
す
。

三
、
学
力
及
び
進
路
検
討
会
に
よ
る
生
徒
学
力
の
把
握

全
学
年
共
、
年
三
回
の
検
討
会
を
実
施
し
ま
す
。
三
年

生
は
一
回
に
二
日
ず
つ
か
け
ま
す
。
学
年
の
先
生
は
も
ち

ろ
ん
他
学
年
の
教
科
担
当
も
一
同
に
集
ま
り
、
学
年
全
体

か
ら
生
徒
個
人
ま
で
、
学
力
傾
向
を
分
析
し
て
面
談
及
び

個
人
指
導
に
生
か
し
ま
す
。

四
、
他
県
高
校
及
び
予
備
校
と
の
交
流
に
よ
る
教
科
研
修

学
力
向
上
及
び
進
学
指
導
に
有
効
な
方
法
を
教
科
レ
ベ

ル
で
研
修
し
指
導
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
一

学
期
す
で
に
七
校
合
同
の
教
科
別
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
二
学
期
か
ら
は
本
校
独
自
に
他
県
の
先
生
を
招
い
て

授
業
研
究
を
深
め
て
行
く
予
定
で
す
。

五
、
生
徒
面
談
及
び
三
者
面
談
の
重
視

い
く
ら
教
師
が
研
修
を
深
め
て
も
生
徒
に
還
元
さ
れ
な

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
「
授
業
」
に
加
え

て
「
面
談
」
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
学
習
や
進
路

の
悩
み
を
十
分
に
聞
い
て
、
保
護
者
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
解
決
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
教
頭
・
山
添
和
夫
）

平
成
一
七
年
度
第
五
七
回
長
崎
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
総
合
開
会
式
が
、
六
月
三
日
（
金
）
諫
早
総
合
陸
上

競
技
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
三
年
に
一
度
の

中
地
区
の
開
会
式
と
い
う
こ
と
で
、
一
年
生
全
員
が
応
援

に
行
き
ま
し
た
。
島
原
高
校
生
は
各
種
競
技
に
参
加
し
て
、

日
頃
の
努
力
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
奮
戦
し
ま
し
た
。

男
子

４
０
０
ｍ

優
勝

平
山
大
裕

２
０
０
ｍ

５
位

平
山
大
祐

４×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

６
位
（
七
條
、
平

山
、
坂
田
、
金
崎
）

僕
は
以
前
か
ら
、
顧
問
の
山
口
勇
先
生
が
言
わ
れ
て
い

た
「
感
謝
の
心
を
持
っ
て
陸
上
を
し
な
さ
い
。
」
と
い
う

の
が
、
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
高
総
体
が
近
づ
い
て
く
る
と
、

家
族
を
は
じ
め
友
人
や
先
生
方
、
近
所
の
方
々
な
ど
か
ら

「
が
ん
ば
れ
よ
！
」
等
と
沢
山
の
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
僕
は
、
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
陸
上
が

で
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
先
生
が
言
わ
れ
て
い
た
「
感
謝
の
心
」
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
総
体
で
は
、
そ
の
多
く
の
応
援
に

支
え
ら
れ
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
八
月
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
控
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も

「
感
謝
の
心
」
を
常
に
も
ち
、
コ
ン
マ
一
秒
で
も
、
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
三
年
七
組

平
山
大
裕
）

女
子

走
り
幅
跳
び

７
位
福
田
裕
子

団
体

準
優
勝

団
体

準
優
勝

個
人

優
勝
麻
生
邦
義

個
人

準
優
勝

馬
場
美
香
子

ベ
ス
ト
８

団
体

３
位

個
人ベ

ス
ト
８野
原
大
志
郎

団
体

３
位

個
人

ベ
ス
ト
８

本
村
・
佐
仲

団
体

準
優
勝

個
人

50
㎏
級

優
勝

岩
永
竜
太

55
㎏
級

優
勝

小
林
哲
也

60
㎏
級

３
位

渡
辺
悠
生

66
㎏
級

２
位

山
下

健

３
位

本
田
直
行

74
㎏
級

優
勝

野
呂
俊
晴

３
位

入
江
嘉
朗

84
㎏
級

優
勝

本
田
博
士

96
㎏
級

優
勝

馬
場
祐
太
朗

２
位

廣
瀬
佳
将
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青

き

楓

授業改善推進事業の指定を受けて

空
梅
雨
の
ま
ま
夏
を
迎
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
や
や
心
配
さ
れ
る
天
候
状
態
が

続
く
中
、
学
校
の
中
庭
に
は
、
事
務
職

員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
数
多
く
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
花
が
植
え
ら
れ
、
心
和
む
空
間

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
放
課
後
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
部
員
た
ち
が

水
や
り
を
し
て
い
る
光
景
が
見
ら
れ
ま

す
。先

日
、
生
徒
会
の
新
執
行
部
の
任
命

式
が
あ
り
ま
し
た
。
五
十
八
回
生
（
三

年
生
）
が
主
に
リ
ー
ド
し
て
き
た
生
徒

会
活
動
も
、
い
よ
い
よ
二
年
生
・
一
年

生
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
長
い
よ
う
で

短
い
夏
休
み
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
大
文

化
祭
・
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
執

行
部
が
中
心
と
な
っ
て
今
年
も
新
た
な

感
動
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
も
ぜ

ひ
ご
来
場
賜
り
、
お
子
様
た
ち
の
島
高

魂
の
発
露
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
暑
い
夏
を
乗
り
越

え
て
こ
そ
の
実
り
の
秋
で
す
。
夏
の
間
、

ご
家
庭
と
手
を
携
え
て
お
子
様
の
夢
づ

く
り
に
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
遠
慮
な
く
、
担
任
等
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

高
総
体
の
主
な
成
績



Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

五
月
二
十
八
日
（
土
）
、
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
で

行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
中

地
区
大
会
に
お
い
て
、
参
加
一
六
校
の
べ
九
十
余
名
中
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
増
崎
き
り
子
が
一
位
を
獲
得
し
ま
し

た
。
本
校
か
ら
二
・
三
年
が
十
一
名
入
賞
し
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
部
門
三
名
、
朗
読
部
門
三
名
が
県
大
会
に
進
み
ま
し
た
。

六
月
十
九
日
（
日
）
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
で
行
わ
れ

た
県
大
会
で
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
増
崎
き
り
子
・
松
本

典
子
の
二
名
が
決
勝
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
増
崎
十

一
位
・
松
本
十
七
位
に
な
り
、
惜
し
く
も
後
一
歩
の
所
で

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
の
が
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
三
年
生
は
引
退
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
の

後
輩
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

（
放
送
部

三
年
三
組

山
口
枝
莉
）

高
総
体
も
終
わ
り
、
一
年
生
に
と
っ
て
も
本
格
的
な
高

校
生
活
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
生
活
面
で
は
、
あ
る
意
味

「
慣
れ
」
も
み
ら
れ
、
学
校
生
活
に
適
応
し
て
き
た
一
方

で
緊
張
感
も
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
初
心
を
思
い
出
す
必

要
を
訴
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
学
習
面
で
は
、
校
内
実

力
テ
ス
ト
、
期
末
考
査
を
終
え
、
七
月
九
日
（
土
）
に
は

初
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
対
外
テ
ス
ト
を
控
え
て
い
ま
す
。

進
路
面
で
は
、
文
理
コ
ー
ス
選
択
と
い
う
重
要
な
場
面
を

迎
え
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
「
進
路
講
演
会
」
、
「
文
理

コ
ー
ス
説
明
会
」
、
総
合
学
習
の
時
間
を
利
用
し
た
「
職

業
研
究
」
や
「
学
問
・
学
部
学
科
研
究
」
、
大
学
教
官
に

よ
る
「
出
張
講
義
」
な
ど
、
多
く
の
企
画
で
進
路
を
考
え

る
機
会
と
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
生
徒
も
そ
れ
に
応

え
て
真
剣
に
進
路
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
家

庭
で
も
是
非
、
じ
っ
く
り
と
未
来
を
語
り
合
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
第
一
学
年
主
任

釘
島
正
智
）

高
総
体
を
終
え
、
二
年
生
を
中
心
に
新
た
に
動
き
始

め
た
部
活
動
。
先
日
の
新
旧
役
員
交
代
式
で
新
役
員
へ
引

き
継
が
れ
た
生
徒
会
常
任
委
員
の
役
割
。
三
年
生
か
ら
二

年
生
へ
と
、
大
切
な
も
の
が
少
し
ず
つ
手
渡
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

島
原
高
校
と
い
う
集
団
の
中
で
の
責
任
と
同
時
に
、
自

分
自
身
の
人
生
に
対
し
て
の
責
任
を
感
じ
始
め
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
六
月
十
八
日
の
進
路
講
演
会
で
は
、
日
常

の
生
活
態
度
・
心
の
持
ち
方
が
進
路
を
切
り
開
く
と
い
う

お
話
に
新
鮮
な
感
動
を
受
け
、
七
月
二
日
の
学
部
学
科
説

明
会
で
は
、
大
学
に
お
け
る
具
体
的
な
研
究
内
容
を
知
っ

て
今
後
の
自
分
の
姿
を
思
い
描
き
、
進
路
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

自
分
の
人
生
を
自
分
で
つ
く
る
こ
と
へ
の
責
任
と
、
ど

ん
な
自
分
に
で
も
な
れ
る
可
能
性
と
に
、
不
安
あ
り
期
待

あ
り
。
多
感
な
二
年
生
を
、
学
校
で
、
御
家
庭
で
、
じ
っ

く
り
と
見
守
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
第
二
学
年
主
任

相
川
保
彦
）

い
よ
い
よ
最
後
の
「
夏
」
で
す
。
五
十
八
回
生
は
、
こ

れ
ま
で
二
回
の
夏
を
上
手
く
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
今

回
も
生
徒
達
の
頑
張
り
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
今
年
は
お
盆
過
ぎ
に
六
泊
七
日
の
学
習
合
宿
を

行
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
教
師
と
寝
食
を
共
に
し
、

一
日
約
十
一
時
間
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
基
本
は

「
自
学
・
静
学
」
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
質
問
に
は
一
対
一

で
徹
底
的
に
対
応
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
「
合
宿
で
集
中
的
に
学
習
を
行
う
」
た
め

に
は
、
日
頃
の
生
活
態
度
が
重
要
で
す
。

『
①
健
康
管
理
、
あ
い
さ
つ
、
言
葉
遣
い
等
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
こ
と
』
『
②
日
頃
か
ら
時
間
を
確
保
し
、
集

中
し
た
学
習
が
出
来
て
い
る
こ
と
』
が
大
切
で
す
。
学
習

時
間
の
目
安
は
、
早
朝
補
習
か
ら
放
課
後
自
学
ま
で
と
家

庭
学
習
の
時
間
を
ト
ー
タ
ル
し
て
、
一
日
十
二
時
間
以
上

で
す
。

（
第
三
学
年
主
任

酒
井
俊
治
）

去
る
五
月
二
日

（
土
）
、
理
数
科

一
期
生
（
現
三
年

生
）
の
課
題
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
課
題
研

究
は
「
科
学
的
な

課
題
を
自
分
た
ち

で
設
定
し
研
究
す

る
こ
と
で
科
学
的

な
も
の
の
見
方
・

研
究
の
仕
方
・
考
察
方
法
を
探
究
す
る
こ
と
」
を
目
的
と

す
る
取
り
組
み
で
、
昨
年
の
十
月
か
ら
週
一
時
間
を
使
い
、

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
研
究
し
て
き
た
成

果
を
今
回
は
お
互
い
に
、
ま
た
、
理
数
科
一
、
二
年
生
を

前
に
し
て
発
表
し
あ
い
ま
し
た
。
研
究
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

①
島
高
版
「
植
物
図
鑑
の
作
成
」
（
生
物
）

②
放
射

線
の
性
質
に
つ
い
て

（
物
理
）

③
タ
ン

パ
ク
質
の
成
分
分
析

（
生
化
学
）

④
水

生
生
物
に
よ
る
河
川

の
水
質
調
査
（
生
物
）

⑤
ア
ゾ
染
料
の
合

成
（
化
学
）

⑥
複

素
平
面
（
数
学
）

研
究
に
参
加
し
た
生
徒

か
ら
は
「
普
通
の
授
業
で

は
得
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
が
で
き
て
、
と
て

も
実
り
あ
る
課
題
研
究
と

な
っ
た
と
思
う
。
今
後
も

理
数
科
の
こ
の
活
動
を
続

け
て
い
っ
て
欲
し
い
」
と

い
う
感
想
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

（
理
数

科
主
任

島
田
朋
成
）

Ｈ１７第２号（通巻第８号） 青き楓～島高だより～ 平成１７年７月１２日（火）

９日（土）１・２年対外実力・３年対外模試（～１０日）
１２日（火）第１回島高青楓塾
１４日（木）球技大会
１６日（土）土曜講座
１７日（日）３年小論模試
２０日（水）終業式・通知表発送
２１日（木）授業設定日（２２日・２６日）

１年福祉ボランティア（～２２日）
２３日（土）３年対外模試（～２４日）
２５日（月）夏季補習開始（1・2年：～8月2日，3年：～8月10日）
２６日（火）オープンスクール
２７日（水）理数科研修（～２９日）
３１日（日）３年対外模試（希望者）

６日（土）３年対外模試（～７日）
９日（火）登校日（平和学習）
１３日（土）学校閉鎖（～１５日）
１６日（火）３年夏季補習
１７日（水）３年雲仙合宿（～２３日）
２０日（土）２年トップレベル（希望者）
２１日（日）１・２年スタディーサポート
２２日（月）１・２年夏季補習（～２４日）
２５日（木）授業設定日（～３０日）
２７日（土）１・２年中地区実力・３年中地区模試（～２８日）

１日（木）始業式
２日（金）青楓祭（文化祭～３日）
１１日（日）体育祭
１２日（月）代休
１３日（火）１・２年校内実力テスト
１７日（土）土曜講座・３年対外模試（～１８日）

第
二
学
年
か
ら

第
三
学
年
か
ら

理
数
科
か
ら

http://www.shimabara-h.ed.jp/ 〒855-0036島原市城内２丁目1130番地 TEL:0957-62-4155，63-7100

第
一
学
年
か
ら

文
化
部
の
活
躍


